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Ⅰ-Ⅰ パワーブレンダー工法とは
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Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

○パワーブレンダー工法（スラリー噴射方式）

・平成23年度 推奨技術（新技術活用システム
検討会議（国土交通省））に選定。

『国土交通省土木工事積算基準』及び『建設機
械等損料表』にて「中層混合処理工・トレンチャ
式」として掲載。

原位置土とセメント系固化材などの改良材を
トレンチャ式撹拌混合機にて、望ましい流動値で
鉛直方向に機械撹拌混合しながら、水平に連
続掘進させる事により、互層地盤であっても改良
範囲全域において均質な改良体の造成を可能
とする地盤改良工法です。

パワーブレンダー

ＰＢＴ－1100



Ⅰ-Ⅱ 標準施工・撹拌システム
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Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

○スラリー噴射方式
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Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

パワーブレンダー工法
【施工実績】

１３．９ｍ



Ⅰ-Ⅲ パワーブレンダー工法の適用範囲
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Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

パワーブレンダー工法
【施工実績】

３．９ｍ
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Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長① 互層地盤でも均質な改良体の造成が可能

施工後

改良体

腐植土

有機質

シルト

シルト

質粘土

シルト混

じり砂

細砂

施工前



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長①均質な改良体 品質確認

貫入前

貫入後

現位置土
採取箇所

No.1 改良土
コア採取箇所

No.3 改良土

コア採取箇所

No.2 改良土
コア採取箇所



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長①均質な改良体 調査位置原土の性状

層　厚 湿潤密度
（ｍ） （ｔ/m

3
 )

腐植土 2.0 1.039
有機質シルト 2.1 1.358
シルト質粘土 0.7 1.638
シルト混じり砂 1.7 1.834

分　類

▽改良深度

(GL　-0.00～-5.00m)

(GL　-5.00～-7.00m)

原位置土の試料採取コア

原位置土柱状図



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長①均質な改良体 改良体の連続性

No.１ 改良体コア・採取率 No.３ 改良体コア・採取率No.２ 改良体コア・採取率

平均コア採取率 98.1％ （連続性の目安 90％）

(GL　-0.00～-5.00m)

(GL　-5.00～-10.00m)

改良深度

(m) 深度(m)
コア不採取
箇所(cm)

(%)
全体
(%)

0～1.0 7 93

1.0～2.0 3 97
2.0～3.0 0 100
3.0～4.0 4 96
4.0～5.0 4 96
5.0～6.0 1 99
6.0～7.0 1 99

供試体採
取方法

コア採取率

7.0 ボーリング 97.1

改良下端
凡例
□：コア不採取箇所
■：施工基面・改良下端

(GL　-0.00～-5.00m)

(GL　-5.00～-10.00m)

改良深度

(m) 深度(m)
コア不採取
箇所(cm)

(%)
全体
(%)

0～1.0 2 98

1.0～2.0 2 98
2.0～3.0 4 96
3.0～4.0 1 99
4.0～5.0 3 97
5.0～6.0 1 99
6.0～7.0 0 100

供試体採
取方法

コア採取率

7.0 ボーリング 98.1

施工基面

改良下端

凡例
□：コア不採取箇所
■：施工基面・改良下端

(GL　-0.00～-5.00m)

(GL　-5.00～-10.00m)

改良深度

(m) 深度(m)
コア不採取
箇所(cm)

(%)
全体
(%)

0～1.0 4 96

1.0～2.0 0 100
2.0～3.0 1 99
3.0～4.0 1 99
4.0～5.0 0 100
5.0～6.0 1 99
6.0～7.0 0 100

供試体採
取方法

コア採取率

7.0 ボーリング 99.0

改良下端凡例
□：コア不採取箇所
■：施工基面・改良下端



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長①均質な改良体 原位置土と改良体の湿潤密度の分布比較

湿潤密度の変動係数 0.01



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長①均質な改良体 改良体の強度特性 現場強度（quf)と室内強度(qul)の対比



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長①均質な改良体 改良深度13.5ｍでの事例

改良深度13.5mにおいて均質性と周辺地盤への影響を調査

1.9㎥クラス（ツーピースブーム）
PBT-1100



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長①均質な改良体 改良体の均質性 / 事後ボーリング調査により確認

-13.50

-13.00

-12.50

-12.00

-11.50

-11.00

-10.50

-10.00

-9.50

-9.00

-8.50

-8.00

-7.50

-7.00

-6.50

-6.00

-5.50

-5.00

-4.50

-4.00

-3.50

-3.00

-2.50

-2.00

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0 500 1000 1500 2000

一軸圧縮強さ（kN/m2)

採
取

深
度

（m
）

一軸圧縮
試験(σ28)

現場平均
強度

施工基面
（±0m）

709 ▽施工基面
(±0m）

▽改良深度
（-13.5m）

変動係数0.23採取率99％



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長② 低振動・低騒音の施工が可能

● A測線

▲ B測線

■ C測線

◆ D測線
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現場暗振動

● A測線

▲ B測線

■ C測線

◆ D測線

B測線

C測線

A測線

D測線

発生源（トレンチャー）

測定箇所

【振動・騒音測定の平面図】



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長③ 周辺地盤への影響が少なく近接施工が可能
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【地中傾斜計測定結果】

離隔距離 1.0ｍ位置での

最大変位量 3.1mm
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Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長③ 周辺地盤への影響が少なく近接施工が可能

【建物近接施工】

【鉄道近接施工】



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長④ 確実な品質確保が可能

施工管理装置によりリアルタイムに運
転席でのモニタリングができ信頼度の
高い施工を実現した。

新施工管理装置

施工管理装置

・改良深度
・トレンチャー傾斜
・チェーン速度
・チェーン累積移動距離
・横行ナビ※

・圧力※

・水平位置※

○表示項目

（※新施工管理装置）



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長⑤

改良型バックホウをベースマシンとしているので、上空
制限や狭隘な現場に於いても機動性を発揮できる。

機動性に優れている

上空制限：
４．９ｍ

改良深度：
５．０ｍ○上空制限下での施工状況 ○狭隘なエリアでの施工状況



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長⑤

改良型バックホウをベースマシンとしているのでエリア
制限や狭隘な現場に於いても機動性を発揮できる。

機動性に優れている

○狭隘なエリアでの段差施工状況



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長⑥ 盛上り土の有効活用が可能

改良材スラリーの注入量と原地盤の解きほぐしにより盛上り土が発生する。

この盛上り土は施工基面下と同時に混合撹拌されており、施工基面下と同様の
品質を期待することができ有効活用が可能である。

⑥－１ 盛上り土の有効活用の利点

・処分費用が不要

・先行掘削することにより材料の低減

・盛土底盤として活用

⑥－２ 改良材スラリー注入量に対する土質別盛上り土量の目安

改良対象土質 盛上り量

粘性土 100～130％

砂質粘土 50～100％

砂質土 0～60％

※緩い砂質土等では盛上り土量が少ない若しくは減少する場合もある。



Ⅰ-Ⅳ パワーブレンダー工法の特長 Ⅰ. パワーブレンダー工法の概要

特長⑥ 盛上り土の有効活用 その２
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⑥－３ 盛上り土の品質
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◎盛土底盤としての盛上り土を活用

◎改良体の本体として盛上り土を活用

盛上り土の品質は

施工基面下と同等



Ⅱ-Ⅰ パワーブレンダー工法の適用例１

※土留め壁としての用途も増えています。

Ⅱ. パワーブレンダー工法の適応例



Ⅱ-Ⅰ パワーブレンダー工法の適用例１ Ⅱ. パワーブレンダー工法の適応例



Ⅱ-Ⅰ パワーブレンダー工法の適用例１ Ⅱ. パワーブレンダー工法の適応例



Ⅱ-Ⅰ パワーブレンダー工法の適用例２

※改良壁による土留めは重要構造物として扱う。
協会発刊「地盤改良壁による山留め設計マニュアル」を参考願います。

土留め+基礎改良 機械足場 仮設道路

Ⅱ. パワーブレンダー工法の適応例



Ⅱ-Ⅰ パワーブレンダー工法の適用例１ Ⅱ. パワーブレンダー工法の適応例



Ⅱ-Ⅰ パワーブレンダー工法の適用例１ Ⅱ. パワーブレンダー工法の適応例



Ⅱ-Ⅰ パワーブレンダー工法の適用例１ Ⅱ. パワーブレンダー工法の適応例



Ⅲ 各種方式

○粉体噴射方式

○地表散布方式 ○集塵装置付地表散布方式

Ⅲ. パワーブレンダー工法の各種方式

改良材養生



Ⅲ 各種方式 Ⅲ. パワーブレンダー工法の各種方式

○ヒートソイル工法とは

『養生温度が高いほど、強度発現は促進する』

セメントなどの改良材による安定処理土・・・

高温セメントスラリー

高温施工システム

原位置土と撹拌混合 従来工法の10℃以上高く昇温

改良材添加量低減と早期強度発現



Ⅲ 各種方式 Ⅲ. パワーブレンダー工法の各種方式

高温なセメント
スラリー

合流部

水

セメント

水槽セメントサイロミキシングプラントグラウトポンプ

コンプレッサー

従来施工システム

圧縮空気

改良材
スラリー

施工システム

蒸気

ヒートソイル施工システム

蒸気ボイラー
（簡易ボイラー）



Ⅲ 各種方式 Ⅲ. パワーブレンダー工法の各種方式
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ヒートソイル工法

通常工法

改良材添加量が同等であっても強度は高い

1.08倍

通常工法σ28≒ヒートソイル工法σ7

▽ 地山強度 50 kN/m2

2.3h 10.3h

施工後2.3ｈで地山強度(50kN/m2)に復元



Ⅲ 各種方式

 

0

500

1,000

1,500

2,000

養生日数（日）

一
軸
圧
縮
強
さ

(ｋN/m2)

3 7   28      60           120            180                                        360     

  

● ヒートソイル工法 

● 従来工法 

長期の養生日数であっても強度低下は無い

ヒートソイル施工と従来施工との強度比較２

施工後360日においても強度低下無し



Ⅳ 施工実績 Ⅳ. パワーブレンダー工法の施工実績



Ⅳ 施工実績 Ⅳ. パワーブレンダー工法の施工実績



御視聴有難うございました。

E N D
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